
東京都立小平南高等学校

年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年

教科 の目標：

科目 の目標：

〇

単 元 1

単 元 2

単 元 3

単 元 4

数学 数学Ⅲ

高等学校数学Ⅲ

【学びに向かう力、人間性等】

小島　彰悟 ＣＤ組 小島　彰悟

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】

関数・極限・微分法・積分法を使って課題を効率
的に解く方法を考え偉表現する力を身に付けるよ
うにする。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

・教材

教科書・ワーク

・一人１台端末の活用（場面）

0

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

定期考査（第１学期期末考査）/返却と解説

Ａ組

数学 数学Ⅲ 5

令和 7

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

微分法の応用についての基本的な概念や原理・法則を体系的

に理解させる。事象を数学的に表現・処理できる。

【思考力・判断力・表現力】

微分法の応用について,目的に応じて適切に変形したり使用し

たりすることができる。

〇 〇

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

関数について,目的に応じて適切に変形したり使用したりする

ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

次の観点別評価規準に従い評価する。

〇

1

【思考力、判断力、表現力】

微分法の応用について,目的に応じて適切に変形したり

使用したりすることができるようにする。

微分法について,目的に応じて適切に変形したり使用し

たりすることができるようにする。

1

21〇

〇

〇 21

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

微分法についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解

させる。事象を数学的に表現・処理できる。

【思考力・判断力・表現力】

微分法について,目的に応じて適切に変形したり使用したりす

ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

〇 〇

【思考力・判断力・表現力】

〇 14〇

第２章　極限

【知識及び技能】

【知識及び技能】

関数・極限・微分法・積分法についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。

１

学

期

単元の具体的な指導目標

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

第３章　微分法

【知識及び技能】

微分法についての基本的な概念や原理・法則を体系的

に理解させる。事象を数学的に表現・処理できるよう

にする。

0

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

導関数　色々な関数の導関数

・教材

教科書・ワーク

・一人１台端末の活用（場面）

0

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

【思考力、判断力、表現力】

第４章　微分法の応用

【知識及び技能】

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

定期考査（第１学期中間考査）/返却と解説

極限についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解させる。事象を数学的に表現・処理できるように

する。

【思考力、判断力、表現力】

極限について,目的に応じて適切に変形したり使用した

りすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項

接線の方程式　関数の値の変化　方程式等への

応用

・教材

教科書・ワーク

・一人１台端末の活用（場面）

微分法の応用についての基本的な概念や原理・法則を

体系的に理解させる。事象を数学的に表現・処理でき

るようにする。

知 思 態

配
当
時
数

数学

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力】

第１章　関数

関数についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解させる。事象を数学的に表現・処理できるように

する。

〇 21

数学Ⅲ

【知識及び技能】

評価規準

関数について,目的に応じて適切に変形したり使用した

りすることができるようにする。

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

教科担当者：

使用教科書：

〇

【知識及び技能】

極限についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解さ

せる。事象を数学的に表現・処理できる。

【思考力・判断力・表現力】

極限について,目的に応じて適切に変形したり使用したりする

ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

関数についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解さ

せる。事象を数学的に表現・処理できる。

指導項目・内容

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

分数関数　無理関数　逆関数と合成関数

・教材

教科書・ワーク

・一人１台端末の活用（場面）

0

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

数列の極限　無限級数　関数の極限



東京都立小平南高等学校

年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年

教科 の目標：

科目 の目標：

〇

数学 数学Ⅲ

高等学校数学Ⅲ

【学びに向かう力、人間性等】

小島　彰悟 ＣＤ組 小島　彰悟

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】

関数・極限・微分法・積分法を使って課題を効率
的に解く方法を考え偉表現する力を身に付けるよ
うにする。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

Ａ組

数学 数学Ⅲ 5

令和 7

関数・極限・微分法・積分法についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 知 思 態

配
当
時
数

数学

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅲ

【知識及び技能】

評価規準

教科担当者：

使用教科書：

指導項目・内容

単 元 5

単 元 6

単 元 7

単 元 8

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

不定積分　定積分　積分法の応用

・教材

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

数学全般についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理

解する。事象を数学的に表現・処理できる。

【思考力・判断力・表現力】

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

数学全般についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理

解する。事象を数学的に表現・処理できる。

【思考力・判断力・表現力】

数学総合問題について、目的に応じて適切に変形したり使用

したりすることができ、適切な公式から導ける。

【学びに向かう力、人間性等】

1定期考査（第２学期期末考査）/返却と解説

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力】

数学総合問題について、目的に応じて適切に変形した

り使用したりすることができるようにし、適切な公式

から導けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

〇〇 〇

総合問題③

・教材

教科書・ワーク

・一人１台端末の活用（場面）

0

数学全般についての基本的な概念や原理・法則を体系

的に理解させる。事象を数学的に表現・処理できるよ

うにする。

・一人１台端末の活用（場面）

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

21

【知識及び技能】

1

数学総合演習②

〇 18

【知識及び技能】

数学全般についての基本的な概念や原理・法則を体系

的に理解させる。事象を数学的に表現・処理できるよ

うにする。

【思考力、判断力、表現力】

数学総合問題について、目的に応じて適切に変形した

り使用したりすることができるようにし、適切な公式

から導けるようにする。

〇

数学全般についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理

解する。事象を数学的に表現・処理できる。

【思考力・判断力・表現力】

数学総合問題について、目的に応じて適切に変形したり使用

したりすることができ、適切な公式から導ける。

数学全般についての基本的な概念や原理・法則を体系

的に理解させる。事象を数学的に表現・処理できるよ

うにする。

【思考力、判断力、表現力】

0

２

学

期

第５章　積分法とその応用

数学総合演習①

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

数学総合問題について、目的に応じて適切に変形したり使用

したりすることができ、適切な公式から導ける。

【知識及び技能】

積分法とその応用についての基本的な概念や原理・法

則を体系的に理解させる。事象を数学的に表現・処理

できるようにする。

【思考力、判断力、表現力】

積分法とその応用について,目的に応じて適切に変形し

たり使用したりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

積分法とその応用について,目的に応じて適切に変形したり使

用したりすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

積分法とその応用についての基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解させる。事象を数学的に表現・処理できる。

【思考力・判断力・表現力】

教科書・ワーク

0

定期考査（第２学期中間考査）/返却と解説

数学総合演習③

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

数学総合問題について、目的に応じて適切に変形した

り使用したりすることができるようにし、適切な公式

から導けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】

18

〇

〇 〇

〇 〇

21〇 〇

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

総合問題①

・教材

教科書・ワーク

・一人１台端末の活用（場面）

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

総合問題②

・教材

教科書・ワーク

・一人１台端末の活用（場面）

0

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項



東京都立小平南高等学校

年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： 第 3 学年

教科 の目標：

科目 の目標：

〇

数学 数学Ⅲ

高等学校数学Ⅲ

【学びに向かう力、人間性等】

小島　彰悟 ＣＤ組 小島　彰悟

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】

関数・極限・微分法・積分法を使って課題を効率
的に解く方法を考え偉表現する力を身に付けるよ
うにする。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

Ａ組

数学 数学Ⅲ 5

令和 7

関数・極限・微分法・積分法についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 知 思 態

配
当
時
数

数学

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅲ

【知識及び技能】

評価規準

教科担当者：

使用教科書：

指導項目・内容

単 元 9

単 元 10

単 元 11

単 元 12

0

【思考力・判断力・表現力】

0

0

【学びに向かう力、人間性等】

0

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

数学全般についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理

解する。事象を数学的に表現・処理できる。

【思考力・判断力・表現力】

数学総合問題について、目的に応じて適切に変形したり使用

したりすることができ、適切な公式から導ける。

0

【学びに向かう力、人間性等】

0

【思考力・判断力・表現力】

0

【学びに向かう力、人間性等】

0

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

0

３

学

期

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数学的根

拠に基づいて判断しようとしたりできる。

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

【学びに向かう力、人間性等】

0

定期考査（学年末考査）/返却と解説

0

【知識及び技能】

0

【思考力、判断力、表現力】

0

【知識及び技能】

0

【思考力、判断力、表現力】

0

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力・判断力・表現力】

0

【思考力、判断力、表現力】

次の観点別評価規準に従い評価する。

【知識及び技能】

数学総合問題について、目的に応じて適切に変形した

り使用したりすることができるようにし、適切な公式

から導けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

数学のよさを認識し、数学を活用しようとしたり、数

学的根拠に基づいて判断しようとしたりできるように

する。

0

0

0

数学総合演習④

【知識及び技能】

数学全般についての基本的な概念や原理・法則を体系

的に理解させる。事象を数学的に表現・処理できるよ

うにする。

【知識及び技能】

0

【思考力、判断力、表現力】

0

【学びに向かう力、人間性等】
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指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

総合問題④

・教材

教科書・ワーク

・一人１台端末の活用（場面）

0

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

0

・教材

0

・一人１台端末の活用（場面）

0

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

0

・一人１台端末の活用（場面）

0

・教材

0

・一人１台端末の活用（場面）

0

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

0

・教材

0


